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地域自治センターだより

丸子地域行事イベント予定（8月～11月）

 8月 ～9月  信州上田丸子夏期大学（詳細は7ページ）
 8月 30日 デジタルチケットのスマホ講座
 9月 8日 第37回みんなの人権セミナー①
  18日 丸子早起野球大会閉幕式
  28日 まるこ春秋学園木曽義仲イヤー記念企画①
 10月 4日 第37回みんなの人権セミナー②
  5日 まるこ春秋学園木曽義仲イヤー記念企画②
  22日 げんきまるこ産業フェスタ
  23日 木曽義仲挙兵武者行列
 11月 2日 第37回みんなの人権セミナー③
  6日 丸子地域駅伝大会
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Proud!
Japan

復興を支援しよう

本紙に掲載しているイベント等は、
新型コロナウイルス感染症の状況で
中止や延期となる場合があります。

～ 新しい架け橋 ～
　令和元年東日本台風により被災した依田川に架かる馬坂橋（腰越）が新しく鋼橋として生まれ
変わりました。
　6月11日（土）腰越自治会による「馬坂橋竣工記念安全祈願の式」が行われ「渡り初め」では
上田市長や腰越自治会長をはじめ、集まった地元住民が新しい橋を渡りました。



　6
月
18
日（
土
）、
信
州
国
際
音
楽
村
で
信
州
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
2
0
2
2
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た

後
、「
野
外
ス
テ
ー
ジ
ひ
び
き
」
や
「
ホ
ー
ル
こ
だ
ま
」
に

お
い
て
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

オープニングアトラクション／依田保育園の子どもたちのダンスなりきり義仲甲冑隊

なつみバレエ教室丸子太鼓保存会による木曽義仲挙兵太鼓

屋台に並ぶ人々

芝生エリアの物販の様子

　様々なジャンルの演奏やダンスが披露され、ステージの最後には大きな拍手が贈られました。また、
ステージの活躍を残そうと、カメラを構える観客も多く見られました。丸子太鼓保存会による木曽義
仲挙兵太鼓の演奏のほか、「なりきり義仲甲冑隊」など義仲祭りの年らしいステージも行われました。

信
州
国
際
音
楽
村
開
村
35
周
年
記
念  

信
州
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
0
2
2

信州国際音楽村
少年少女合唱団

三
年
ぶ
り
の
大
規
模
開
催
で
延
べ
七
千
人
の
来
客
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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信
州
丸
子
義
仲
祭
り
実
行
委
員
会
に
よ

る
展
示
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

信州丸子義仲祭り【夏の陣】in 信州ルネッサンス

【長野大学】まちづくりサークルＭＩＺＵＭＡＴＣＨ
輪投げ遊び（上）・アートイベント音宝龍制作（下）

【信州大学】ハナサカ軍ティプロジェクト
「軍ティ」の販売

「輝け！未来の巴御前～地域で頑張る若き女性たち～」
　長野大学、信州大学、上田女子短期大学、長野県
立大学学生たちによるサークルやゼミの活動発表のほ
か、木曽義仲にまつわるトークで盛り上がりました。

登壇したサークルによるブース活動

特別トークイベント

【長野県立大学】
グローバルマネジメント学部
グローバル教養ゼミ

【上田女子短期大学】
別所線ガイド

ボランティアチーム
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信
州
丸
子
義
仲
祭
り【
秋
の
陣
】

丸子地域自治センターだより  第87号
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木曽義仲挙兵
武者行列

問 信州丸子義仲祭り実行委員会事務局
　（丸子地域自治センター地域振興課内）電話42-1041

問 丸子公民館（社会教育係）
　 電話0268-42-3147／有線24722

●開催日時／令和4年10月23日（日）10：30～14：00頃
　（衣装着用準備のため午前7時集合予定）
●内　　容／

応募方法等、詳しくは広報うえだ8月号をご覧ください。

鎧兜などの衣装を着用し、上丸子商店街
から安良居神社まで100人規模の行列
で練り歩きます。

参加者募集 第50回 まるこ春秋学園
●9月28日（水）「木曽義仲の依田城と居館はどこなのか」
●10月5日（水）「木曽義仲の八幡宮と安良居神社」

●講師／阿部 勇先生　
●会場／丸子文化会館　小ホール
●時間／いずれも午後1時30分から

参加費
無料

8月2日より、
丸子公民館で
申し込み受付
を開始してい
ます。

義仲公に関する話題紹介

信
州
丸
子
義
仲
祭
り【
夏
の
陣
】

　上
田
市
商
工
会
の
企
画
に
よ
り
、
丸

子
中
学
校
美
術
部
が
義
仲
公
を
P
R
す

る
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
制
作
し
ま
し
た
。

　顔
出
し
パ
ネ
ル
に
は
、
ど
っ
し
り
と

構
え
る
義
仲
公
と
そ
れ
に
寄
り
添
う
巴

御
前
が
描
か
れ
て
お
り
、
顔
を
出
せ
ば

義
仲
公
・
巴
御
前
に
な
り
き
れ
ま
す
。

　顔
出
し
パ
ネ
ル
は
7
月
4
日
（
月
）

よ
り
丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
１
階
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
あ
っ
た
ま
る
こ
」
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
記
念
撮

影
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

丸
子
中
学
校
美
術
部
が

　
　顔
出
し
パ
ネ
ル
を
制
作
し
ま
し
た

　7
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ア

リ
オ
上
田
1
階「
太
陽
の
コ
ー
ト
」に
お
い
て
、マ
ン
ガ
の
日（
毎

年
7
月
17
日
）
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　上
田
市
出
身
の
漫
画
家
・
西
川
か
お
り
先
生
の
指
導
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
が
4
コ
マ
漫

画
の
作
成
や
ぬ
り
絵
を
通

し
て
義
仲
公
や
巴
御
前
に

親
し
み
ま
し
た
。

　花
火
玉
レ
プ
リ
カ
に
イ

ラ
ス
ト
を
描
く
企
画
や
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
記

入
す
る
企
画
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
は
後
日
花
火
玉
に
貼
り

付
け
ら
れ
、
10
月
上
旬
に

ア
リ
オ
上
田
前
に
て
打
ち

上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ア
リ
オ
上
田

「
マ
ン
ガ
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

　6
月
19
日（
日
）に
丸
子
澄
心
館
弓
道
場

（
丸
子
公
園
内
）で
、第
34
回
木
曽
義
仲
挙

兵
県
下
弓
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　義
仲
公
が
農
民
た
ち
に
挙
兵
を
募
り
、

弓
を
持
た
せ
た
こ
と
に
あ
や
か
っ
て
始

ま
っ
た
大
会
で
、今
回
は
約
40
人
が
個
人

戦
と
団
体
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
2
年
間
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、今
回
は
上
小
地
区
か
ら
の

参
加
の
み
と
い
う
制
限
の
中
、久
し
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　大
会
に
出
場
す
る
機
会
が
得
ら
れ
ず
、

今
回
が
初
め
て
の
大
会
だ
と
い
う
学
生

も
お
り
、緊
張
し
た
と
い
う
声
も
聞
こ
え

ま
し
た
。

第
34
回  

木
曽
義
仲
挙
兵
県
下
弓
道
大
会
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　こ
ん
に
ち
は
！
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
小
林
で

す
！
今
回
は
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
掲
げ
る
テ
ー
マ

の一つ
で
あ
る
「
未
来
へ
の
共
生
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
椀
子
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ワ
イ
ン
を
飲
む
世
代
だ
け
で
は
な
く
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ド
ウ
栽
培
を
通
じ
た

農
業
や
ワ
イ
ン
産
業
を
知
り
、
ワ
イ
ン
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
次
世
代
を
育
て
る
こ
と
が
、
丸

子
の
農
業
や
産
業
の
未
来
を
明
る
く
す
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
、
誇
れ
る
地
元
と

し
て
、
外
の
人
た
ち
に
も
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
敵
で
す
よ
ね
。

　こ
れ
ま
で
、
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の一部
を
使
っ

て
塩
川
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
先
輩

た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
じ
ゃ
が
い

も
の
植
付
け
か
ら
収
穫
を
す
る
食
育
活
動
や
、

希
少
植
物
ク
ラ
ラ
を
植
付
け
絶
滅
危
惧
種
の
オ

オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
呼
び
戻
そ
う
と
い
っ
た
環
境
保

全
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
季
節
に
応
じ
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
な

ど
の
社
会
科
学
習
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

　次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
こ
の
地
域
の

豊
か
な
自
然
や
ワ
イ
ン
産
業
に
触
れ
、
地
域
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
思
い
出
せ
る
場
所

に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
の
管
理
や
高
品
質
な
ワ
イ
ン
造
り
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

MARIKO
Winery

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
だ
よ
り

ま
り      
こ

Vol.8

【
ワ
イ
ナ
リ
ー
近
況
】

 

　未
来
へ
の
共
生
に
つ
い
て

お
し
え
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
長
！

　

Q 

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
赤
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

品
種
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A 

現
在
、
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
6
種
類

の
赤
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
「
シ
ラ
ー
」
と
い

う
品
種
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
シ

ラ
ー
は
南
フ
ラ
ン
ス
原
産
で
、
ス
パ
イ

シ
ー
な
香
り
が
有
名
な
品
種
で
す
。

こ
の
品
種
の
特
徴
的
な
香
り
に
は
、
栽

培
環
境
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
雨
が

少
な
く
日
照
量
が
多
い
こ
と
、
寒
暖
差

が
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
風
に
吹
か

れ
て
果
実
が
揺
れ
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
栽
培
環
境
が
、
椀
子
の

シ
ラ
ー
の
ス
パ
イ
シ
ー
な
香
り
（
特
に

白
コ
シ
ョ
ウ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
）
の
形
成

に
貢
献
し
、
海
外
の
評
論
家
に
も
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
種
や
皮
も
使
用
す
る
赤
ワ

イ
ン
の
醸
造
は
、
選
果
の
過
程
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
椀
子
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
は
、「
房
で
の
選
別
」、「
粒

で
の
選
別
」
と
、二
段
階
の
選
果
を
行
っ

て
い
ま
す
。

上田市わがまち魅力アップ応援事業に関する話題紹介

　5
月
23
日（
月
）西
内
・
平
井
地
域
の
歴
史
研
究
を

行
っ
て
い
る
「
内
村
の
歴
史
を
学
び
伝
え
る
会
」
が

発
行
し
た
歴
史
書
『
内
村
乃
郷

　西
内
平
井
乃
歩
み
』

を
上
田
市
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　同
書
は
産
業
・
風
習
・
方
言
な
ど
が
写
真
や
年
表

も
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　西
内
・
平
井
地
域
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
丸

子
地
域
の
小
中
学
校
、
丸
子
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
す
。

内
村
の
歴
史
を
学
び
伝
え
る
会

　6
月
28
日（
火
）横
浜
の
古
文
書
研
究
会
「
古
文
書

探
訪
の
会
」
7
名
が
「
歴
史
探
訪

　腰
越
ふ
し
ぎ
発

見
探
検
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
用
い
て
腰
越
地
域
を
巡

り
ま
し
た
。

　同
会
は
古
文
書
の
解
読
活
動
を
行
う
中
で
、
腰
越

村
に
つ
い
て
書
か
れ
た
古
文
書
の
研
究
も
行
っ
て
お

り
、
そ
の
縁
で
丸
子
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
「
腰
越
村
記
録
の
会
」
が

令
和
元
年
度
に
作

成
し
た
も
の
で
、

腰
越
地
域
の
史
跡

等
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
に
で
き
て

い
ま
す
。

腰
越
村
記
録
の
会



図書館だより ～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

カブトムシの館長さん

丸子地域自治センターだより  第87号

丸子図書館の
QRコードは
⬅ こちら
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大きなしだれ桑になりますように・・・
　現在、図書館ロビーに紙で作成した「しだれ桑」があるのをご存知でしょうか。
　開館10周年を記念し、来館された皆さんに桑の葉をかたどった用紙にメッセージを書
いていただき、このしだれ桑に貼っています。
　たくさんのメッセージで大きなしだれ桑になるよう、皆さんのご来館をお待ちしています。

　丸子図書館は、地域の製糸産業を支えたカネボウ丸子工場跡地（中丸子地籍）の一角に移転
建設され、館内は繭をイメージした白を基調にし、案内表示は桑の葉をイメージした緑色で統
一しています。また、幼児コーナーには、繭をモチーフにした書架が設置されています。

　木曽義仲の生い立ちはもちろ
ん、義仲が生きた時代の情勢もよ
く分かります。大河ドラマでは描か
れなかった幼少期などの記述や関
連年表、関連する史跡についての
解説もあり、最後まで楽しめる内
容になっています。幅広い世代の
方々におすすめしたい一冊です。

◆ 司書のおススメ本 ◆ 図書館スタッフが「木曽義仲」に関連する本を紹介します。

題　名／「木曽義仲伝」信濃・北陸と源平合戦の史跡
著　者／鳥越　幸雄
発行所／株式会社  パレード

題　名／「乱世を駆ける」木曾義仲と巴御前
編　集／「木曾義仲と巴御前」刊行委員会　　　　
発行所／ 北日本新聞社

　至高の愛で結ばれた二人、天
下泰平を求め共に戦った伝説の
義仲・巴にスポットを当てた一冊。
約800年前の乱世を鮮やかに駆け
抜けた二人の姿を史実や各地に
残る伝承や伝説に基づいて（一部
フィクションも織り交ぜて構成）
記述されています。

※貴重資料のため館内でご覧ください。

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602

　7
月
2
日（
土
）、
3
日（
日
）、

9
日（
土
）、
10
日（
日
）
の
4
日
間

に
信
州
国
際
音
楽
村
に
お
い
て
ラ
ベ

ン
ダ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
2
年
間
開
催
中
止
と
な
っ
て

お
り
、
例
年
2
週
間
行
う
祭
り
を
4

日
間
に
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
や
「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
作
成
体
験

も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
香
り
を
確
か

め
た
り
、
記
念
撮
影
を
行
っ
た
り
と

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

信
州
国
際
音
楽
村  

ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り

　7
月
12
日（
火
）に
西
内
警
察
官
駐

在
所
新
築
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　駐
在
所
は
２
月
8
日
に
開
所
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
落
成
式

が
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　新
し
い
駐
在
所
は
県
産
材
を
用
い

た
木
造
平
屋
建
て
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
建
築
モ
デ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
駐
在
所
と
し
て
全
国
初
と

な
る
、
電
気
自
動
車
の
パ
ト
カ
ー
も

配
備
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
駐
在

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
内
警
察
官
駐
在
所  

落
成
式
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問 丸子地域教育事務所　人権教育係（丸子公民館内）　電話42-6682／有線24802

問 【上田】 生涯学習・文化財課  TEL23-6375   ［E-mail］ueda-seijin@city.ueda.nagano.jp　丸子地域教育事務所  TEL42-3147

　令和５年１月８日（日）に市内７会場で開催する成人式の
実行委員を募集します。会場ごとに成人式の企画を検討す
る実行委員会を４回程度開催します。当日は、受付・司会
等のスタッフとして運営に携わります。
※今後の新型コロナウイルス感染症の状況により内容を変
更する可能性があります。

●会場／（予定）丸子文化会館（丸子・丸子北中学校）
●対象／平成14年４月２日～平成15年４月１日生まれの方で、

当日の運営および事前の実行委員会に出席できる方
●申し込み／住所、氏名、連絡先、出身中学を、電話また

はメールで令和４年９月下旬までに御連絡く
ださい。

　市内中小店舗でおトクに買い物ができる、デジタルチケットの
仕組みや使い方について学ぶ講座です。
●日　　時／８月30日（火）午後２時～４時
●会　　場／丸子文化会館小ホール
●内　　容／上田市では、コロナ禍や原材料価格高騰で大きな影響を受けている市内経済の活

性化を目的に本年９月１日（木）から２か月間、市独自の消費喚起キャンペーンを
実施します。講座ではキャンペーン内容、スマホアプリ「チケットQR」のダウンロー
ド、割引チケットの取得方法と使い方などを初心者にも分かりやすく説明します。

●講　　師／㈱TicketQR 代表 宮嶋 晃 氏、上田市商工課職員
●持 ち 物／スマートフォン（お持ちの方）、飲み物、筆記用具
●申込開始／８月17日（水）午前９時から丸子公民館窓口または電話（42-3147）でお申込みください。

〈開  会〉　午後６時15分（開場６時）
　　　　　オープニングセレモニー
　　　　　フラダンス／“ポラニながせ”と丸子福祉会の皆さん
〈第1部〉　人権作品発表　午後６時30分
〈第2部〉　人権講演会　　午後７時～８時30分

　　　　　演題／「出会いの人生から学んだこと」
　　　　　　　　　　　　～守っていきたい私たちの人権～

　　　　　講師／菊地 幸夫氏 （弁護士）

丸 子 公 民 館 だ よ り

9 月 8 日（木）　午後６時30分～　会場／丸子文化会館　小ホール

フェイスブックをぜひご利用ください

上田でおトクにお買い物！ デジタルチケットのスマホ講座

令和５年 成人式(仮称)実行委員を募集します

問 丸子地域教育事務所　社会教育係（丸子公民館内）　電話42-3147／有線24722

第37回  みんなの人権セミナー

「上田市丸子公民館」と検索、またはQRコードを読取により閲覧できます。
※閲覧にはFacebookのアカウント取得をおすすめします。

丸子公民館
FacebookのQR

第６０回 信州上田丸子夏期大学 会場はいずれも
丸子文化会館セレスホール

まるこ春秋学園50回記念講演会　8月17日（水）　15：00～16：30
蓮  池　　薫氏（新潟産業大学経済学部准教授）　「拉致の真相と解決への道」

特別講座 はす      いけ            かおる

 こ   いずみ   ゆう

むら  いし     まさ  ゆき

わか  みや    まさ    こ

なか  じま      え     り

定員
30名
先着

受講料
無料

申込
不要

参加費
無料

入場
無料

●8月 23日（火） 18：00～19：30 小泉 悠氏（東京大学先端科学技術研究センター講師）
   「ロシア・ウクライナ戦争と日本の安全保障」
●9月 1日（木） 15：00～16：30 村石 正行氏（長野県立歴史館文献史料課長）
   「木曽義仲と信濃武士のネットワーク」
●9月 6日（火） 15：00～16：30 若宮 正子氏（ITエヴァンジェリスト・デジタルクリエーター）
   「人生100年時代の生き方を創造しよう」
   ～60歳を過ぎると、人生はどんどんおもしろくなります～
●9月 10日（土） 14：00～15：30 ロバート キャンベル氏（日本文学研究者・早稲田大学特命教授）
   「あえて日本語の中で生きるということ」
●9月 13日（火） 18：00～19：30 中島 恵理氏（信州大学経法学部特任教授・元長野県副知事）
   「丸子から始める人・自然が笑顔になるまちづくり」
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●
本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

問 クアハウスかけゆ 電話44-2131／有線29762

申込み、詳しい内容については施設へ
お問い合わせください。

●水慣れからクロール・背泳ぎの
　初歩から完成を目指します。
　対　　象／小学生・定員10名【要予約】
　開催日時／8月28日(日)、9月18日（日）、
　　　　　　10月23日（日）
　　　　　　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料100円が
　　かかります。
　　大人付き添い入館100円

クアハウスかけゆ　イ ベ ン ト 情 報
こども水泳アドバイス

水辺だより
依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会

地域の宝 ～水辺環境を保護しましょう～

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会事務局（地域振興課内）　電話42-1041／有線24510

「自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり」について身近に考え、
関心を高めることを目的に川の絵・川の写真を募集します。

【応募規定】
●作品の内容／依田川・内村川の風景（川とくらし、水と親しむ姿や、
　　　　　　　　魚釣りなど）「ふるさとの川」を表現した絵や写真
●募 集 期 間／令和4年9月1日（木）から11月18日（金）　
●作品の提出先／丸子地域自治センター地域振興課
●大きさの基準／用紙、用具、写真のサイズは問いません
　　　　　　　　デジタルデータでも可　

川の絵・川の写真を募集します

応募者全員に記念品を贈呈します
参加賞

問 地域協議会事務局（地域振興課内）　電話42-1041／有線24510

　本紙に掲載しているイベント等は、新型コロナウイルス
感染症の状況で中止や延期となる場合があります。

令
和
４
年
度 

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

■新 

■入 

■職 

■員 

■紹 

■介 

令
和
４
年
度 

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

■新 

■入 

■職 

■員 

■紹 

■介 

　私
は
、
戸
籍
や
住
民
票
の
発
行
な
ど
の
業
務
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
毎

日
業
務
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
ま
た
丸
子
地
域
に

つ
い
て
も
、
新
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
丸
子
地
域
に
は
温
泉
を
は
じ

め
と
す
る
観
光
名
所
や
美
味
し
い
食
べ
物
も
あ
り
、と

て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　そ
し
て
仕
事
を
一
日
も
早
く
覚
え
、
早
く
業
務
に

慣
れ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、

丸
子
地
域
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
学
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
何
事
に
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
を

忘
れ
ず
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。   

草 

間
　  

愛

く
さ       

ま                  

あ
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

市
民
窓
口
担
当

－次号の丸子地域自治センターだよりは、令和4年11月に発行予定です。－

●第2回丸子地域協議会（5月26日）
○地域協議会の役割について、事務局から説明しました。
○丸子地域の住民自治組織のあり方について、市民参加・協働推進
課から、丸子地域協議会の意見を求める旨の説明がありました。

●第3回丸子地域協議会（6月30日）
○令和４年度　丸子地域　当初予算における主な施策について当初
予算に加えて6月補正分も併せて、各担当課長から説明しました。

○令和４年度　地域振興事業基金（持ち寄り分）充当予定事業につ
いて事務局から説明しました。

○上田警察署交番・駐在所再編整備計画について上田警察署地域課
長から説明がありました。

●分科会
前期から継続希望の「福祉・子育てに関する分科会」「公共交通に関
する分科会」の2分科会を、第2、3回全体会の後に行いました。

丸子地域協議会だより
市民協働によるまちづくり

分科会の様子

第3回丸子地域協議会

福祉・子育て

交通


